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1.　被服 の形 態とその変遷につい ての研究を推進する

ため,   1963年６～９月 にアメリカ合衆国を訪ねた。 とい

うのは，アメリカ合衆国とい う文明国に住みながら，か

なり原始的 なアメリカ・インデ ィアンの被服の実態を視

るためであった。 その時にえた資料に基づいて， アメリ

カ・インデ ィアンのナバホ族，プ エブロ族 の被服 とそ の

変遷につい ての考察を試み た。

2. ・ 3.　現在のプエブロ族はニ ューメキシコ州 のサ ン

タ ヽフ エとアルバカーキー付近に多く住んでい る。彼等

は紀元700 年頃から木綿織物を簡単な 織機で 織っ て い

た。 彼等の生活や服装は彼等の信仰 と宗教的 行事から切

離し ては理解できない 。また宗教的 行事として種々のダ

ンスを踊るが，ダンスのときの服装は特別 の意味をもっ



ている。

ナバホ族は，現在アリゾナの北東・ユ クの南東・ニ ュ

ーメキシコの西北にまた が るNavaho Reservation に

住んでいるが,   1000～1500 年に北方から南西へと，狩猟

と自生 の食物 を採 集して生 活し ながら集団で移動し てき

た半ば流浪 の民族 である。 プエブロの土地にきたとき，

彼等と交 流を持ち，プエブロの織機を模倣し て，彼 等の

飼育し てい る羊の毛 を原f. とし てナバホ織をつくるよう

になった。 そし て獣皮 の

裳

服 か ら織物 の 衣服 へ と変 っ

た。現 在の服 装は，彼 等が1860年Fort sumner まで移

動し てきて,   U.S. 政府 によって包 囲･され,    5年間 捕わ

れ の身 となったとき以来 のものであ る。
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